
ホ
ン

七
六
五

説
。
、
十
三
年
叉
木
泉
寺
を
謡
悟
に
奥
へ
た
o
耐
し
一
に
、
宛
名
を
鳳
京
都
本
泉
寺
と
醤
い
た
も
の
が
あ
一
明
治
三
十
三
年
五
周
政
以
の
時
撃
践
に
列
し
、
男
健
一
朝
飢
に
白
川
A

の
刑
を
終
っ
て
厨
た
o
是
に
於
い
て
多

て
反
故
袈
替
に
、
『
緋
如
上
人
越
巾
凶
井
波
と
云
雌
に
一
る
。
こ
の
本
泉
寺
は
本
容
寺
の
識
で
あ
る
。
一
を
授
け
ら
れ
た
。
一
敏
続
出
臣
の
男
挺
頗
る
温
挺
す
る
に
主
っ
た
が
、
唯
本

一
宇
述
虫
、
職
泉
寺
と
脱
す
云
々
。
存
如
上
人
の
時
一
ホ
ン
セ
ン
ジ
本
仙
寺
前
間
利
光
〈
利
常
〉
年
不
一
公
一
)
邸
第

l
本
多
政
重
が
、
鹿
長
十
六
年
来
仕
し
た
一
多
踊
一
・
矢
野
策
卒
・
商
村
熊
・
鏑
木
勝
寓
知
・
富
岡

弟
如
来
と
申
を
は
じ
め
て
下
し
住
持
せ
し
め
、
是
も
一
詳
十
一
月
九
割
附
そ
の
他
の
文
替
に
、
本
仙
寺
に
宛
一
時
に
は
、
後
の
小
宜
野
波
着
寺
の
地
を
賜
は
っ
た
が
、
一
一
徳
・
舟
寓
餓
外
・
浅
井
弘
五
郎
・
菅
見
亥
三
郎
・
芝
木
喜

元
は
背
蓮
院
の
御
門
揚
塑
光
院
の
併
侶
也
。
如
一
栄
彼
一
て
た
も
の
L
あ
る
の
は
、
石
川
郡
松
任
本
窪
寺
を
宇
一
そ
の
後
策
六
閑
外
の
西
南
方
に
醤
る
哲
太
田
長
知
の
一
内
・
蹟
岡
嘉
三
郎
・
湯
口
藤
九
郎
・
磁
江
松
三
郎
・
清
水

凶
よ
り
加
州
へ
越
、
二
俣
と
い
へ
る
に
一
宇
を
建
、
一
脅
に
よ
っ
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
邸
地
を
受
け
、
以
て
藩
末
に
及
ん
だ
。
然
る
に
明
治
一
金
三
郎
・
島
問
律
十
郎
・
上
回
一
一
一
一
一
一
の
十
五
人
の
み

共
跡
に
誕
如
上
人
の
次
男
謹
莱
法
師
を
申
う
け
、
則
一
ホ
ン
ゼ
ン
ジ
本
善
寺
江
沼
郡
大
型
寺
鍛
冶
町
一
二
年
十
一
周
前
田
鹿
寧
は
金
制
停
城
を
出
で
、
本
多
政
一
は
終
始
志
を
艶
せ
ず
、
仇
髄
の
残
熊
を
討
っ
て
萄
君

瑞
泉
寺
と
衆
住
せ
し
む
。
後
に
は
本
泉
寺
と
観
す
。
一
に
在
っ
て
、
興
宗
東
涯
に
臨
す
る
。
寺
記
に
、
文
明
一
以
の
邸
を
そ
の
居
館
に
笛
て
、
次
い
で
四
年
八
周
東
一
の
恨
を
附
ら
さ
ん
と
腐
心
し
た
。

是
若
松
の
初
め
也
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
案
ず
る
に
、
一
中
宗
授
本
郷
蚊
地
村
に
勝
箆
寺
を
建
て
た
が
、
鹿
長
一
京
に
移
住
し
た
後
建
物
を
段
ち
、
邸
地
は
砲
の
如
く
一
公
一
〉
仇
敵
の
所
在

l
こ
の
時
仇
敵
の
残
熊
た
る
菅
野

建
采
は
初
め
一
一
保
本
泉
寺
に
鴎
り
、
之
を
諮
悟
に
制
限
一
中
十
代
了
持
の
時
本
普
寺
と
改
め
、
後
寛
永
年
聞
に
一
本
多
民
の
有
と
な
り
、
十
九
年
五
周
陸
軍
省
の
用
地
一
輪
苦
は
自
宅
禁
銅
中
に
あ
り
。
悶
山
茂
は
閉
門
を
終

っ
た
後
若
松
に
移
っ
た
が
、
若
松
は
本
泉
寺
の
隠
居
一
今
の
所
に
移
っ
た
と
し
、
諸
家
分
脈
系
闘
に
は
、
勝
一
と
な
っ
た
。
一
っ
た
後
郷
を
去
っ
て
行
く
腕
を
知
ら
ず
。
悶
野
悌
五

で
あ
っ
た
か
ら
、
別
に
寺
鋭
を
定
め
る
こ
と
も
な
く
二
翠
寺
了
努
の
子
策
元
ハ
箆
永
十
一
年
得
度
〉
を
嘗
寺
の
一
会
一
〉
下
邸

l
今
の
本
多
町
で
、
も
と
は
石
浦
村
の
地
一
郎
・
多
賀
賢
三
郎
は
金
探
勝
の
少
鴎
に
邸
中
げ
ら
れ
、

是
を
も
若
松
本
泉
寺
と
呼
ん
だ
と
の
怠
で
あ
る
と
見
一
関
砲
と
す
る
o
笛
寺
の
発
錆
の
銘
に
後
藤
才
次
郎
定
一
で
あ
っ
た
。
本
多
家
記
に
は
元
利
元
年
之
を
奔
領
し
一
石
黒
圭
コ
一
郎
は
再
び
東
京
に
去
っ
て
践
跡
を
隠
し

え
、
そ
の
地
金
搾
御
坊
を
航
る
こ
と
近
く
し
て
、
佐
一
次
の
名
が
あ
っ
て
問
題
と
せ
ら
れ
る
o
J
カ
ネ
鎖
。
一
た
と
記
し
、
延
貨
の
金
棒
闘
に
本
多
安
房
下
屋
舗
と
一
た
。
是
を
以
て
同
志
は
底
曾
合
し
て
熟
議
を
重
ね
た

復
の
似
利
あ
る
が
般
に
、
後
に
漣
情
も
二
俣
に
在
る
一
ホ
ン
ゾ
ウ
ジ
本
穣
寺
金
棟
上
小
川
町
に
在
つ
一
し
、
元
鰍
・
亭
保
頃
の
担
録
に
は
安
房
殿
町
と
紙
せ
一
が
、
十
一
周
十
六
日
多
賀
賢
三
郎
が
大
邸
草
施
術
志

よ
り
も
若
松
に
住
す
る
日
多
く
、
随
う
て
賀
悟
記
に
一
て
、
日
活
宗
に
鴎
す
る
o
山
脱
は
遊
四
方
山
o
元
和
一
る
。
こ
の
下
邸
は
徹
底
歩
に
瓦
り
、
家
政
五
高
石
の
一
と
共
に
関
西
に
出
張
す
る
と
の
報
を
得
る
に
及
び
、

程
さ
れ
る
如
く
、
遂
に
は
若
松
坊
・
若
松
漣
情
若
し
一
八
年
河
北
部
市
村
賀
来
寺
十
九
代
日
漣
の
岡
地
に
創
一
従
士
を
つ
腕
に
集
め
て
、
一
宛
然
小
諸
侯
の
税
が
あ
一
サ
三
日
各
方
間
同
時
に
事
を
邸
中
ぐ
る
に
決
し
、
十
八

く
は
若
松
本
泉
寺
諮
悟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
建
し
た
腕
で
、
文
政
五
年
今
の
腕
に
移
っ
た
o

一
っ
た
。
明
治
二
年
十
一
周
前
回
殴
寧
が
本
多
政
以
の
一
日
芝
木
宮
内
と
藤
江
松
三
郎
は
賢
三
郎
を
迫
跡
し
、

も
の
と
思
は
れ
る
o
拾
鹿
記
に
、
若
松
本
泉
寺
を
長
一
ホ
ン
ゾ
ウ
ル
イ
ホ
ウ
本
草
類
方
サ
一

mmo
坂
一
上
邸
に
徒
っ
た
時
、
政
以
は
こ
の
下
邸
内
に
あ
る
別
一
島
田
仲
十
郎
と
上
回
一
一
一
一
一
一
と
は
石
黒
圭
三
郎
を
袈

亭
元
年
謹
悟
の
閲
創
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
一
元
恨
説
明
。
本
草
の
諸
替
を
捗
獄
し
、
類
を
以
て
廃
物
一
邸
に
鞠
じ
た
o

一
ふ
震
に
東
京
に
向
か
ひ
、
残
像
の
者
は
金
持
に
留
つ

趨
悟
が
同
寺
に
住
し
た
と
の
怠
昧
で
も
あ
ら
う
。
一
二
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
使
斑
の
用
に
供
し
た
の
で
あ
一
ホ
ン
ダ
カ
シ
ン
ノ
フ
タ
シ
ユ
ウ
本
多
家
臣
の
復
一
て
菅
野
鵬
首
と
悶
野
悌
五
郎
を
討
つ
こ
と
に
し
た
。

俣
本
泉
寺
に
は
、
そ
の
坊
側
に
草
舎
が
あ
っ
た
が
、
一
る
。
河
合
良
地
の
序
文
が
附
さ
れ
る
0

・

一

笹

ご

〉

志

士

の

結

束

l
明
治
ご
年
入
居
執
政
本
多
一
〈
三
)
復
鵠
決
行

l
明
治
四
年
十
一
周
什
一
一
一
日
間
志
木

越
前
荒
川
興
行
寺
玄
慌
の
三
子
殺
践
が
そ
れ
に
待
瓜
一
ホ
ン
ダ
ア
ハ
カ
シ
プ
ヨ
ウ
シ
ヨ
本
多
安
房
家
士
一
政
均
を
暗
殺
し
た
山
遜
神
太
郎
・
弁
口
議
平
が
刑
獄
一
多
踊
一
・
鏑
木
勝
寓
知
・
笛

m総
・
吉
見
亥
三
郎
は
、

し
て
居
。
、
そ
の
子
俊
助
、
そ
の
子
噸
采
術
監
主
と
一
武
功
番
一
加
。
本
多
安
房
守
家
士
一
統
の
武
功
を
一
療
に
牧
容
せ
ら
れ
た
時
、
政
均
の
嗣
子
資
松
ハ
後
政
一
金
制
作
長
町
に
在
っ
た
金
探
勝
腿
か
ら
間
野
悌
五
郎
の

し
て
住
し
、
頓
来
の
寂
後
越
中
瑞
泉
寺
佐
一
栄
の
子
心
一
番
出
き
し
め
た
申
依
を
集
め
、
末
に
惣
人
鍛
都
合
六
一
以
〉
の
臣
僚
百
四
十
名
は
、
そ
の
家
老
を
動
か
し
て
一
返
下
す
る
を
符
ち
、
高
岡
町
離

J

内
に
尾
行
し
、
弼

祐
入
っ
て
再
び
本
泉
寺
を
興
し
、
法
悟
・
築
悟
・

‘司


